
言語活動の劣っている精神薄弱児の指導(1)

1 はじめに

本校の精神薄弱特殊学級は現在1年生2名、 2年生2名、 3年生4名の学級である。知的能力は

それぞれIQ60以下の生徒である。また情緒に障害のある生徒、ことばが話せない生徒、言語活

動の劣っている生徒がいる。 A児は 2年生になるが言語活動が劣っている。中学一年生に入学して

来た時のA児は殆んど話せず、みんなの前に立つのがやっとで、自分の名前、やっと言いそれ以上

の質問などには殆んど応ずることができなかった。

このごろのA児は、使いができる(校内にある売店へ買物に行ける。ただし銭の計算はできない

から持たせられただけを持って行くのである。)次の行鋤への見通しが立たない(掃除をしてぃて

終りのチャイムが鳴ると片づけに入らなければならないのであるが、ぽんやりとしていることがあ

る0)一日の予定を発表できる(前日に先生から繰り返えし翌日の予定を聞いている姿を毎日見

受ける0 )数の勉強を宿題でゃって来る(放課後になると先生の机の上にノートを開いて宿題を

出して下さいと言っている0 そして翌日の放課後になると先生のところに来て0つけをしてもらっ

A児の姿の変化を見つめて

ている。続いてまゾこ宿題を出して、らっている。)

A児が入学して以来しぱらくの観察から言語活動が劣っていること、発音にも不明りょうなとこ

ろがあることを知った。そこでA児の能力を総合的に診断することとA児の言語活動を活発にする

ためにどのような指導が考えられるのかと言うことで研究に取り組んだ。そこでは、

・生活力を高める指導の実践

・言語表現を確かにする指導の実践

この二面性を取り上げて、日常生活指導、学習指導の中で具体的にA児とのかかわりを持ち指導

をしていくことにした。(本校の研究紀要、第 23号、 35頁~4 2頁に発表)

本研究では、 A児への指導の試みと、 A児の姿の変化を見つめようとするのが研究のねらいであ

るO A児が中学2年生に進級しこれまでに学習したこと、経験したことは数多くある。その幾多の

場をあゆんできたA君が、

.変ってきたこと

・できるようになったこと

・きちんとできるようになったこと

をどれだけ身につけているのかを見つめるものである。そして目的行動が自らの力で確実にでき

る場を多くしていくこと、またつまづきに対しては、 A児の能力を生かしながら適切な指導の場づ

くりをしていくことの見通しを立てることへ駅究を進めようとするものである。
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Ⅱ研究の方法

1.指導場面の設定

n)学習予定を確める場

②作業学習の場

イ3)課題(宿題)学習の場

④当番活動の場

⑤係活動の場

{6}終礼の場

⑦体カトνーニングの場

Z.指導の方法

n}行動学習を盛んにする。

②課題解決のイメーヅを豊かにする。

恨}言語表現を確かにする。

3.指導期間

中学1年生後半(昭和55年1月)より中学 2年生後半(昭和 56年1月)まで

4.観察と診断

A児の生活行動や学習場面の観察によるもの

A児の能力診断によるもの(1TPA言語学習能力診断検査、 WISC知能診断検査)

Ⅲ実践と考察

1. A児の能力

小知的能力の診断

年令 14才5月生年月日昭和 55年1月11日

(WISC知能診断検査による)IQ 36以下

MA 5才3月

⑦ ITPA言語学習能力の診断

年令ア昭和 5 5年1月12日 1 3才4月

ITPA得点全検査粗点 全検査PLA 3才 9月(図、 1)95

年令イ昭和 5 5年2月7日 14才5月

ITPA得点全検査粗点 全検査P LA 4才 1月(図、 2)1 1 2

園言語学習年令の変化

1研究方法1、指導場面の設定のところではm~⑦までの具体的指導場面でA児と取り組ん

だ。特に、図、 1(中学1年生の時の診断)と図、 2(中学2年生の時の診断)の比較によって

変化を見つめると次のような回路により変化の姿を見ることができた。

聴覚 音声回路

(ことばの理解) 12 ケ月向上
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(ことばの類推) 4ケ月低下 図、 1

(数の記憶) 5ケ月向上

(ことばの表現) 6ケ月向上

(文の構成) 変化なし

視覚 運動回路
W"入

(絵の理解) 6ケ月向上
0

0杉の記憶) 10ケ月向上
且 0

9ケ月向上幟の類推)

(絵さがし) 9 ケ月低下

J .6,ーーー

(動作の表現) 12ケ月向士

④言語学習年令を向上ざす指導

指導場面の7つのそれぞれの

場でねらった指導は次の内容で図、2

ある。(④A児、①教師)
之

音声回路聴覚

(学習予定を確める場)

一放課後、翌日の予定を聞くー

④「先生1なんかね?」①「トレ

ーニングだよ」

④「2は?」①「生活だよ」

区)「3は?」①「国語だよ」

④「4は?」①「職・家だよ」

④「5は?」①嗣じく職・家だよ」

④「6は生活」

④「トレーニソグなん力寸Q?」①「外

でするよ」

(亙「なんかね?」①サ*カー

④「なん力ね?」①「パスケ*トです」
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朝、洗注からの寄占できちんと自分で言うことができるようになった。

(h業学習の場) 糸のこ盤で4所切り

①「今日作業でどんなことをしましたか言って下さい」(食「今日は竹を切りました」①「布]を・使って切りまし
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@Πまん」と言って複唱しながらやっとル、とのこばん」と言えた。

(紺Lの場)一学級で担任の先主との一日の反省

①「今日の反名をします」(食「はい、はい」と言って手をあげる①「A君言って下さい」(亙「今日は、作業で

米牡をしまし,7こ」④「あ、あ、ようちゃん、ようちゃん」と言って@に次言えと促している。@の発表力鞭る

やいな弌@「はい、はい」と言って手をあげ「音楽をしましブこ」と言う。この調子の繰り返えし力薪く。
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(体カトレーニングの場) 体育6官でのバスケットゲーム

①「A君のチームはだれとだれですか?」④Π久村さん、森下君」と言う0 ①「赤ですか白ですか?」④陦
です」①「坊ゑぼ何点でしたか?」④ n 2劇と言う。①「白は何点ですか?」④「10劇①「どちら力僻

ちましたか?」敞P答できずまわりのものが陦の勝ち」と言った4)を岸、て隣ミ」と言うた。

保健委員の調査のまとめ4)発表(係活動の場)

「とれ力必衛生槌を査返)発^します」 rN君4、 Hさん 2、ぽく4、 H君4、 MS君4、 Mt君3、 1ざん3

Sざん4、」と言ってから①「最高は何点ですか」と問うと④「4です」と言った。①「だれですか名前を言

つて下さい」と言うと④「N君、ぼく、1曙、 MS君、 Sさんです」と言えた。

(課題学習の場)一放課後宿題の採点をしてもらう

①「8 2の次は?」と言うと④「83」と言う。①「125の次は?」と言うと④「126」と言う。自分が
11偵序数を諏、て来ているのを見なくても、先生に言わ加こ次の義ウ軍昌えられる。

(当番活動の場)ープ眼の収穫当番

①「大根をみんなに分けてあげるけど型託走は何人いますか?」④「8」という。六根を畑で拠、ている時

①「今、何本抜いていますか?」と言うと、④一11と言って抜いていたが「11」と言えブこ。

視覚一運動厄酪

糸のこ盤での竹切り(h業学習の場)

①「あて木のところに竹の端を当ててー・」と言って模範を示した力@よあて木にきちんと端を当てていない。

捌回の失敗で注意を受け、先型並)"業を見ては自分でやらせられていたが、そのうちにきちんとできるように

なった。①「10本ずつまとめて、輪ゴムでからんで下さしりと言ってやって見せたが、④1才10本を数えて
手ιこ取ることはできたが、輪ゴムを使ってからむことはできなかった。

花麺で数の言頃をする(課題学習の場)

①「今日はたし算を出すぞ」④「あー」と言っているが50+ 20+ 90=のような言慎の宿題を出してもらっ

ている。家では三1算暑跿使って、 502090を十の三謁を思、てきちんと言ナ算器こ打ちこんでいる。翌日牙註

に採点をしてもらい100点満点をとるのを楽しみにしている。また/順序甕蜷諏、て来る宿題もあり、自分で

1即ぐらいも数与ンを諒、て来て0をつけてもらっている。

(体カトレーニyク'の場) 体育館でのバスケットゲーム

伍)は自分のチームのメソバーカミわかるようになり、京ールをうまくパスする。相手1とうまく取れるように授ナ'

ること力rでき、求ールのスビードも調整できる。ポールをバスケットの中へシュートするのも、捜ナ'る方向性

がよく、ポー汎仂ミよく入る。自分オ泳'ールを入れることができるので大いに飛ールを取ってはランニングドリ

プルをやって、りング下まで走って行く。

視覚一音声回路

(課題学習の場) 宿題で数の1圓字数を書く

⑳才先ξ幼、らの花麺で11貯数を 120ぐらい(200、 201、 202、ー・・-318、 319、 320 )ノー Nこ詠、て来
る。それを先生に0をつけて、らう隊④オ軟つぎと数えを唱えていく4Xて合わせて先豐こ0をつけてもらつ

ている。大きな声でΠこひゃく、にひゃくいち、にひゃくに、 さんびゃくじゅうはち、さんびゃくじゅ

うきゅう、ざんびゃくにじゅう」とn昌えている。

(当番拒鋤の場) 大根の収穫§番

はかりに六オ浸を乗せて1詮功;280グラムのところを指している。④は250と書き印してあるところは、すぐに

数与を読むが、このような場合イよ読めない、そこで250のところから数を唱えることにして、指針も250まで

手鋤によりバックざせた。そこから声を出して「2釦、 260、 270、器0」と読みとらせ、指針を10ずつ進

ませて280のところで止めて①ル、くらでしたか?」(亙「給O」でしたと言った。

(体カトレーニングa場) ち掟での運動

⑦「さあトレーニングですみんな校庭て出なさい」④「みんなに遅れないように急いで下ばきに変えて出てい
く」①「並んで下さい」④みんなの中に入って並んでいる①「校庭3周走りなざい」④3周きちんと走る。ソ
フト末ールでみんなが「ホームラン」と言うと④はぺースを一周して帰ってくる。
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〔作業学習の場) 糸のこ盤での竹切り

①「竹パイプを10村寺って来なさい」④10本正しく数えて持って来て迎、ている、竹を切る時 Pφつくり
動力、しなさい」と言っても早く動かしていた、竹パイプの長さをそろえるための、あて木力物るので、①「あ
て木にきちんと当てなざいよ」と言うと、その瑚よきちんと当てている。

2. A児の生活行動や学習場面

住} A児の学習場面(図、 3)

A児は殆んど学習に参加しない。そこで、できるだけ学習時間に表現活動を盛んにするため

に、見たり、聞いたりすることを多くして、具体的との対応による表出を盛んにさせた。数学
の学習時間、 A児を観察したものである。

図、 3
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② A児の生活行動の場面(図、4)

A児は先生から言われた課題を最後までやっていく経験が少なかった。そこでA児が自分で

ーつのまとまりのある生活行動に見通しを持って参加するようにさせた。次に示すのが、学級

園で栽培した大根をA児が収穫当番でみんなに配布する行動を観察したものである。

A児への指示(朝礼の時の一日の予定の話の中で言ったもの)

「A君今日は収穫当番をして下さい。」

「畑の大根を抜いてそれを計ってみんなに持って帰ってもらいます。」と言っておくと放課

後になると自分から先生のところへやって来た。

図、 4

(指示内容)(教師の動き)

「さあ畑に行こう」

「ざるを持って来なさい」
先きに畑へ出ブこ

「さあ大根を抜きましょう」

「2 0本抜きなさい」

「水洗い場へ持って行きなさい」

( A児の姿)

校舎の北側へ行ってざ

るを一個持って畑へやっ

て来た

「きれいに洗いなざい。」

「計量しなさい」

1本ずつはかりの台

の上に乗せた。その時

の目盛を読ませた。

数えているが時どき数

えなおしている。

最後には正しい数だけ

抜いてざるの中に入れて
し、ブこ

ざるを先生と片方ずつ
持って洗い場へ運んだ。

言語表現の指導

「はい」とスムーズに言

ス.ブこ。

両手がよく動き、きれ
いに洗った。

「新聞紙に包んでみんなに配りな

さい。」

「2本ずつ包みなざい。」

数えることを共に口ぞ

えして数えてやった。

大根を指示に従ってー

本ずつはかりの台の上に

乗せた。

指針が250 ちょうどで

あり、「250」と発表し
ブこ。

指針が 280のところに

あり、即答できずだまっ

ていプと。

「後を片づけておきなさい」

新聞紙を持って来た。

2本ずつ紙に包んだ
みんなに配った

「にはくごじ」と開え

るので言いなおしをざせた

「にひゃくごじゅう」

「 250、 260 270

280」と、一緒に声を出し
て数えてゃった。

ざる、新聞紙を片づけ
てし、プヒ

よーちゃん、よーちゃん

これもって」と言っていた

ので「ようじくん、これを

もってかえって食べて下さ

い。」と言わせた。
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3.考察

任)安定した姿が見られる。

本研究に取り組む時にはA児は不安な態度が多く、.周囲の仲まからきっく注告を受けると自

分の言いわけをすることができず、涙顔になることがしばしばあった。とのようなA児が自分

なりの生活力を身にっけていくならば、集団の中で安定した姿が現われると考えた。特にA児

の言語活動を盛んにしていく指執こより生活力を身につけていこうとするの力汰可院のねらいであった。

現在のA児は

0 毎日、翌日の予定をそっと聞きに来る。自分で明日はどんなことがあるのだという心組み

をしている。

0 自分の役割としてゃらなけれぱならないことが、生活行動の中でパターン化してきており、

安定した姿で参加しており、行動内容も正確さを持って来ている。

0 自分で課題を求め、毎日それが正解かどうかを確かめてもらい、全部よかったということ

で満足感を持っている。

0 思う存分に体を動かしている姿が見られ、いろいろな場面で桔極的に取り組むことができ 、

その場での言語活動も盛んになって来ている。

⑦変容の一測面が見られる。

A児が学校で学習したことが具体的に態度化されていく指導の場を見い出して、特にその過

程を大切にして、図、 5のような模式図により言語活動に取り組んだ。そしてこの中で、どのよ

うな姿であるのかを見つめるのが、本研究のねらいであった。

1'司、 5

(社会)

(家庭)

(学校)..'叉・'f:::子校).::・.:・・:::・.の

_ A児!'都＼'6%W :1;1f: g)、ゆ

坐抄"

@

A児の安定した生活行動の中での言

言交渉↓

④知的能力を育てる中での言語交

渉↓(持っている能力を生活行

動に移す)

(日具体的操作をする場での言語交

渉↓(学校で生活行動で実践し

たことを家庭でも再現し

てみる)

(ヲ家庭生活、ネ士会生活の広い場に

自分が学習した経験を生かす場が

あることを見い出して、その場で

の言語交渉

ー.習のVデバ
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特に指導のポイソトは

0 常にA児が安定した姿で生活できるための学級づくりをめざ1,た。 A児の学年(担任教師

とH児の3人の集団)の集団で、また合同の八名の集団の場でA児への指導を試みた。

0 債極的にA児をゆさぶり、常に具体的な行動を伴った言語活動に参加ざせること、そして

その場の積み重ねを試みた。

このような取り組みからのA児の姿を図、5 から診断してみると次のようである。

L4、 6

ヨ、姑んどその様子がみられない

b、関心を示し、正しくやろうとする
C、常に参加し正しくやる

Y

C

(社会)

b

(家庭)

(学校)ヨ

計呈活動評佃シート

安定し大姿

計量活動を通した中での診断の一側面であるがY軸で見ることのできる正しい学習、正しい

作業のCへの到達が数項目においてみられる。これだけでも常に参加し正1,くやっている姿を

見い出すことができた、 A児の成長をみることができた。

② 通⑮

n} 12}13j{4×5} 16} 17}恰1(9) a》(山Qの(印(1D(巧X劃
ト係言み布九加数 61';t,t 線'a 創合
レ佃けノυ題九荘;畔」 1'畢 1';で、;
1動のなをかをを器器が計のに

孫二を発とや全計千をの数拓副よ
ノ枡音艸っ部"立佃指です算る
グ極かよて言器てう針乱るを竹
斯的よくくえですこのみす業
極にいすろるすると位とるを
的する るが償れ
てる でかる

きオ〕
る力、0

る

60

X

Y軸、 Cにある、の、 もうだいじょうぶ

X軸、②、運動に喜んで参加し、精いっぱいやっており、これからむらがあるようなこ

とは考えられない0 自分の力を出し切ってゃっていることが、安定した姿づくりに

培っていると考えられる。今後一層体カトレーニソグの時間に勤きを盛んにさせる

ことは効果的であると考えられる。

{6】、{8}、宿題ノートで計算を多くやってきて、点検してもらって、 10 0点と書

いてもらうことは、 A児の学習意欲の一現われであると考える。このような先生に

出してもらった宿題をやってきたということ、全部正解であったということで満足

感を持っていると考えられる。筆算ではできなく、計算器でゃっているが侶后十算器
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で加法がやれるので必ず筆算でゃらせなくてもこの方法でよいと考え今後続けざせ

てゃっていぐのがよいと考える。特に④の発音が安定していないことから、宿題

を採点する時A児に大声で数を唱えさせている。このととも継続して行っブこがよい

と考える。⑨数唱は千までも唱えられるので単位をキログラムで読みとることが

スムースできないから、千、百、拾にょって読みとられている。しかし言十量器の指

針が指しているところを数字で即答できない。数字が明記してあるところを針が指

すとその数字を読むことはできる。 a2)が、 Y軸a ~ bであることは、今後いろ

いろな方法により、目盛を 10 のカゾこまりゃ5のかたまりで数えること、叉は 10

や5で分けられ中のどこの位置ぐらいを針が指しているかということを感知ざせて

やらなければならない。

(13)、(15)家庭で、または社会でこのような計量活動をざせることは大切であ

るが、本研究の期間にはその場を設定することはできなかった。できるだけこのよ

うな場でも体験させ、指導してゃることを考えていきたい。

Y軸、 a ~bにある、のードリル学習で

X軸、④、時間をかけて、ゆっくり話させる、できるだけ発音訓練、試みていくのがよい

と考える。

⑦、九九は二の段や五の段は言うが他は殆んど言えない、数学の階占は基礎的なと

ころを学習させブこい、そして時間もかけていきたい。

Y軸、 a C に向かわすもの

行動学習で大きなサイクルでA児に成果を期待するCとは無理である、であるから小

ざいサイクルでの行動学習を用意してやることを大切にしなければならない。そうする

ζとにより熟練があり、段だんスムーズざが現われ、 A児の得意となって行動する姿が

現われると考える。そして行動をする場合知的理解が高度のものを判う場合は、完全に

理解されていなくてもやれる方法を指導しなければならないと考える。

X軸で(D~(15)までの中にある学習内容は、ーつの目的行動が達成されるために、でき

るだけこまめに分折されている、のでなけれぱならない。このことは、 A児が、自分

でやれる、のを教師ができるだけ多く作っていくことである。本研究の中では、(1の

計量器を使うことができる、この項目では、先生から「今日はA君、収穫当番をしてく

ださい」と聞いて自分一人で計量器を持って来ることができる。このようなことからA

児を見つめ、ちょっとしたことでも、最ったく自分一人でゃっていける、のを多く並べ

たかった。図、6 に示すX軸の項目は計量活動の学習では、 A児を見つめていくのに最

適の項目ではなかったように考える。との項目設定をどのような観点でやるのかを考え

る必要がある。
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本研究はA児に言語活動を盛んにざせていき、その中で特に計量活動を取り上げた。一年間の指

導の試みによりA児がどのような姿に育っブこかを見つめようとしたものである。図、6 で示したY

軸とX軸により評価シートを考えてみることにより、その姿を診断した。

計量活動においてーつのまとまった行動がとれるために、何を、どれだけ知っていなけれぱなら

ないかということを検討することが必要とされる。図、6 のY軸でそれぞれの到達目標を明確にし

ていくことが大切となる。またX軸ではどのような学習項目を必要とするのか、そしてそれぞれの

学習はどのような/1頁序で指導するのが効果的であるかを考えなければならない。

今後このような二つの面での研究を取り上げ、やがて評価シートでA児の計量活動を診断してよ

りA児が、自信を持って生活をしていくために適切な指導の場と方法を見い出すことでこれからの

研究を進めたい。
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